
カテキンとテアニンの抗酸化作用
研究結果　全まとめ

治療

身体を酸化させる原因を排除

活性酸素種の効果的なスカベンジャー（体内の不要物質や毒性物質を処理する器官・細胞・物質）であり、
転写因子と酵素活性への影響を通じて、抗酸化剤として間接的にも機能する。
血漿抗酸化能の適度な一時的な増加が実証。
酸化DNA損傷に対する効果が非常に有望。

ミクロソーム（細胞が破壊されると小胞体から形成される粒子）過酸化に対する優れた抗酸化

「酸化促進」酵素を抑制し、内因性抗酸化物質を誘発し、ビタミンと協力することによって直接作用

活性化された肝星細胞の成長を阻害

保護

活性酸素による分解から身体を保護

酸化ストレスから細胞膜を保護し、細胞の損傷を防ぐ

重要な栄養素を活性酸素による分解から保護。

酸化ストレスから身体を保護。

エタノールが誘発する細胞膜の脂質過酸化を無効にする

酸化ストレスと細胞浸潤性に対して有益な効果

身体を守ってくれている重要な体内酵素(SOD)の抗酸化活動が弱まってしまうのを防ぐ

耐性

身体の総抗酸化力を高める。

酸化的損傷を弱める酵素を活性、増強することで身体の総抗酸化力を底上げする。

総抗酸化状態を高め、運動による酸化ストレスを軽減します。（運動によって誘発される酸化ストレスから細胞を保護するのに効果的）
抗酸化関連酵素の発現と活性の調節に関連

線条体の抗酸化能力が向上
腸管毒素原性大腸菌(ETEC)のSOD（活性酸素を除去する力を持つ酵素）とGpx1（過酸化水素を水に還元するほか、
過酸化脂質（LOOH）を還元する機能を持つタンパク質）の増加を通じて抗酸化作用を示す

抑制

体内にある酸化ストレスを引き起こす悪因に直接機能し、酸化ストレスを抑制

活性酸素/窒素種を除去するなど、酸化ストレスの原因に対する直接的な機能

活性酸素種からのダメージを抑制

酸化ストレスを弱める

活性酸素に直接作用し、酸化ストレスを弱める。

膀胱細胞に対する抗酸化作用

過酸化脂質と一酸化窒素（NO）のレベルが低下

歯磨き粉に緑茶カテキンを補給すると、歯肉の酸化ストレスや歯周炎を抑える

活性酸素に直接作用し、酸化ストレスによる酸化損傷を抑制（直接的な抗酸化剤として機能　活性酸素/窒素種を除去することにより、
直接的な抗酸化剤として機能（遷移金属のキレート化; 脂質、タンパク質、およびDNAの酸化を抑制）
活性酸素種と活性窒素種を中和するという強力な特性を示します。

予防

酸化ストレスの原因が生まれないようにすることで、予防効果を発揮する

有害な活性酸素種の生成を防ぎ、酸化ストレスを未然に防ぐ。

緑茶を摂取した運動が活性酸素種の生成を防ぎ、
スポーツパフォーマンスを向上させる

活性酸素腫(ROS)の合成を減らす

金属イオン（体内の酸素分子の運搬、移動、貯蔵など、金属イオンが生体信号の伝達や酸化還元などの化学反応に寄与している生体金属）と
キレート（体内金属と結合し、酸化還元反応の触媒として作用するのを防ぐ。あるいは金属を輸送し、体から排泄できるようにする）


